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<研究の目的>

舞踊創作における空間形成能力, すなわち空間の

美的構成の視点から, 舞踊の内面的要素である感情

と, 外面的形式要素である空間との関連性を検討す

る。今回は, 代表的な感情とされている「喜び」「怒

り」「恐れ」「悲しみ」の4つ を刺激語として与え, そ

れらの感情語からイメージした動きをポーズならび

に空間移動を含んだ動作で表現させる。そして, 表

現に使用された空間の広がりと位置の特性を感情語

との関連から明らかにし, 舞踊創作指導の手がかり

としたい。

<実験方法>

1) 被験者: 舞踊群(モ ダンダンス部と体育学専攻

のダンス受講生), 一般群(大 学までにほとんど舞踊

創作経験がない者), 各14名, 計28名を, 奈良女子大

学生から抽出した。なお, 全被験者にMAS顕 在性

不安検査を行い, 考察の参考とした。

2) 空間と装置: 実験空間は図1に 示すように10cm

のビニールテープで9領 域に分割し, 被検者の動き

は全てVTRに 録画した。

1) 2)

3) 刺激語: 感 情 の選択 は, ワ トソンや フ ル)チック

に基づ き, 強度 が 同 じ位 で あ り, 安 藤公 平 ちが代 表

的感情 と して い る 「喜 び」「怒 り」 「恐 れ」 「悲 しみ」

とした。 なお, これ らの感情 語 の 内容 に つ い て は, 

本 学2回 生 約200名 を対 象 に調 査 した結 果, 「喜 び」

は合格, 「怒 り」は裏切 り, 「恐れ」は 暗闇, 「悲 しみ 」

は死 が最 も多か った。 そ こで, ・これ らの内容 を文章

表 現 させ た もの を基 に して感情 語 として与 えた。

4) 実 験手 続 き: 実 験空 間内 で, 実 験1=移 動 運動

を伴 わな いポー ズ だけ に よる表 現, 実験2二 移 動運

動 を含 め た動 作 に よ る表現, を行 なわせ た。

<実験 結果>

ポー ズの位 置 は, A～1の 各領 域 な らびに被 験者

か らみ た列(前 ・中 ・後)と 側(左 ・中 ・右)に よって

使用 実数 を集 計 した。 また, 移動 を含 め た表現 につ

い ては, VTRか ら トレー ス したフ ロアパ ター ンに よ

り, 各領 域 ・列 ・側 へ の踏 み 込 み総 回 数 を集 計 し, 

更 に使用領 域数 も求め た。

1. ポーズ 表現 に おけ る使 用空 間

ポー ズ表現 の領域 ご との使 用総数 を, 喜 び, 怒 り, 

恐れ, 悲 しみ別 に, 舞 踊群, 一般群 に分け て示 した

ものが図2で あ る。

図1. 実験空間と装置

註)列 の分類

前 列=A, B, C

中列=D, E, F

後列=G, H, I

側の分類

右側=A, D, G

中側=B, E, H

左側=C, F, I

図2. ポーズ表現における領域ごとの使用総数

□ 舞踊群 □ 一般群
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(a)喜びは, 舞踊群, 一般群ともにEとBの 使用が

多い。また中列や中側が多い。(b)怒りは, 使用数の

多い順では, 舞踊群はB, E, D, Gで, 一般群はE, B, H

である。更に両群 ともに中列と中側の使用が最も多
い。(c)恐れでは, 両群ともにE, 1, Gの 使用が多い。

列や側では, 舞踊群は中列と中側, 一般群は後列 と

中側を最 も多く使用している。(d)悲しみでは, 舞踊

群はE, H, Dの 順に使用し, 一般群はI, G, Hの 順であ

る。すなわち, 舞踊群力沖 心のEを 最 も多く使用し

ているのに対 し, 一般群は左後のIを 最も多く使い, 

Eは 全 く使用していない。更に, 舞踊群は中列が最

も多いが, 一般群は後列を有意に多く使っている。

また, 舞踊群は中側の使用が最 も多いが, 一般群は

中側は最 も少ない。

2. 移動を含めた表現の使用空間

1)空 間の広がり: 感情ごとの使用領域数の平均を

図3に 示す。舞踊群 と一般群の差は認められないが, 

喜びの表現の時に最も広く空間を使用している。

2) 各領 域 ・列 ・側 の使用: 感 情 ご との踏 み込 み総

回数 を示 した ものが 図4で あ る。 分 散 分 析 の 結 果, 

舞 踊群 と一般群 の差 はな いが, 感情 と領 域 の交互 作

用 に有意 差が あ る(F24, 314=1.757*)。 す なわ ち,

(a)喜 びは, Eが 最 も多 く次 にBを 使 用 し, 1は最 も

少ない。更 に 中列 と中側 が最 も多い. (b)怒 りは, IEが

有 意に 多 く, 次 にDを 使 用 し, 中列 と中側 ・右側 が

多い傾 向が あ る。(c)恐れ は, E, I, H, Fが 多い傾 向に

あ り, 中列 と中側 ・左側 が最 も多 い。(d)悲 しみ は, 

E, F, H, Iの 使用 が 多 いが, 舞 踊群 はE, 一般 群 は1と

Fが 最 も多い。 なお, 両 群 とも後列や 中側 の使 用 が

多い。 以上 の結 果 につ いて は, 不 安 の高低 に よる有

意差 や一 定の傾 向 は認 め られな い。

<考 察>

以上の結果から, どの感情表現も, 中央のEや 中

列 ・中側の使用が多い。これは, 渡辺や榎並らの報

告と同様に, 感情の特性が反映されているというよ

り, むしろ, ポーズや動きを良く見せることへの意

識が強 く表われているものであろう。更に, 中列や

中側の使用が多いことは, Eへ の通過地点となりや

すいことによると考えられる。したがって, 感情の

特性が反映されるのは, むしろ, Eや 中列や中側以

外の空間であろうと考える。すなわち, (a)喜 びは, 

舞踊創作経験の多少にかかわらず, 使用空間が広く, 

クラーゲスが 「喜びは開放の衝動であり, 周囲へ向

かう衝動で, しかも喜びの開放に従って, 諸運動は

遠心的で, 前方, 側方, 上方に同じ程度に行われる」

と述べていることと一致 している。また, 前列中央
3)

のBが 有意に多いことは, 石福が述べる, 前空間の

明証性, 確実性, 安全性などの明るい特質を示して
いる。喜びのもつ明るい要素については, 安藤 も次

図3. 移動を含めた表現における使用領域数の平均

図4. 移勤を含めた表現における各領域への踏み

込み総回数

ポーズ表現の使用空間と, 移動を含めた表現の使

用空間には, 両群 とも高い相関があり, ポーズ表現

の使用空間は, 移動を含めた表現の使用空間を象徴

している。

■ 舞踊群 □ 一般群
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の よ うに述べ る。 「喜 びは,  自己全 体 の充実 感,  満足

感 を 中心 とす る感情 で,  人生 観 を明 る くす る司(b)

怒 りは,  前 中央Bや 右側 のD・Hが 多 く,  後列や 左

側 の使用 が 少 ない。 しか も,  フロアパ ター ンによると, 

前進 的 な移動 が 多 い。 これ は,  クラー ゲス が 「怒 り

は その攻 撃準 備性 に応 じて,  諸運動 は前方 に生 じる」

と述 べ て いる こ と とほぼ 一致 す る。 更 に,  ハ ンブ リ
ー,  D.が 述べ る 「前 方へ まっす ぐ進 む こ とは,  強 力

な印 象 を与 え る」 こ とを,  被 験者達 は意 識 して い る

こ とを示 してい る。 また,  Dな どの右側 空 間が 多 く

使 用 され て い るこ とは,  石 福 が 「横 は無 視や 拒否 の

空間 で あ り,  右 を表 わすRig玩 は,  同時 に正 しい こ

とや正 義 を意 味す る もの であ る」 と述べ るこ と と関

連 す る もの であ ろ う。◎ 恐 れは,  Iを 含む 後 列 や 左

側 の使 用 が 多い。石 福 は左 につ い て,  「Leftは もと も

と無価 値 とか,  弱 さを意味 す る もの で,  左 は不 自由

で力 の弱 い空 間 であ るに とどま らず,  不吉 で縁 起 の

悪 い良 か らぬ こ との起 こ りそ うな気分 を湛 えた空間

で あ る」 と して い る。 また,  コッホ,  C.も 「左 の 強

調 は,  拒 否,  用心 深 さ を示 す」 としてお り,  一 般 に

恐れ は,  予期 しなか っ たこ とが急 に起 こ り,  それ に

対 して うま く適 応す る心 構 えや行動 を取 れず,  危 険

が 身に 迫 って来 るよ うに感 じる感 情 とい われ る。 フ

ロアパ ター ンが,  怒 りとは逆 に 「後退」 す る例 が 多

い こ とか ら も,  これ らの要素 が,  表現 空間 と強 く関

連 して い る こ と を示 す もの で ある。(4)悲 しみ は,  

概 して 後 空 間 に よ る 表現 として特徴づ け られ るが,  

群 に よ り相違 が 見 られ る。 す な わち,  一 般群 が 中央

Eを 全 く使用 して いな いの に対 して,  舞 踊群 は最 も

多 くEを 使用 して いる。 これ は,  舞 踊創 作経 験 の少

い者 に とって,  悲 しみの 表現 はみせ る とい う意識 よ

り,  悲 しみ の もつ 体験 的行 動様 式が 表 われ た あの と

思 われ る。「後 」 は,  石 福 が述 べ る よ うに,  視覚 的 に

も,  運動 的 に も閉 ざされ て い る暗 い空 間で あ り,  自

分 の 弱点 や 汚点 とな る空 間で あ る。 そ して悲 しみは,  

自分 の無 力 さや 弱 さを感 じるこ とに起 因す る暗 い感

情 で あ る。 この よ うに 「後」 の もつ 弱 く暗 い要 素 が,  

容 易 に悲 しみ の要素 と結 びつ いた もの であ ろ う。

以上 の こ とをま とめ る と,  「喜 び」の 「前」 に対 し

て 「悲 しみ」 の 「後」,  「怒 り」の 「右 」や 「前進」に

対 して 「恐 れ」 の 「左 」や 「後退 」 とい う両極 的 な

傾 向が認 め られ る。 この両 極性 につ い ては,  プル チ

ックや,  コッホがバ ウムテス トで述べ て い るこ ととほ

ぼ一 致す る もの であ る。 しか し,  女 子大 学生 にお け

る,  この よ うな感 情表 現 の空 間特性 は,  リン トンや

ボアズが述べるように, 環境や学習によって得られ

た, 一種の表現様式をいえる。

今後は, このような感情表現に伴う空間使用の特

性が定着する年齢的な検討をも深めたい。
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